
 
平成23年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 
平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 
平成23年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 

（1）連結業績 
  当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、アジアを中心とした新興国の景気回復、国内での景気対策効果、
輸出の回復等により景気回復の動きが見られましたが、欧州諸国の財政危機を発端とする円高、株安等の影響から、依
然として先行きの不透明感が続いております。 
  一方、当社グループが属する電子計測器、電源機器等の業界におきましても、主要ユーザーである電機・自動車業界に
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年５月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想(A) 25,000 75 50 40

今回発表予想(B) 27,000 330 280 240

増減額(B-A) 2,000 255 230 200

増減率(%) 8.0 340.0 460.0 500.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

21,370 △615 △610 △921

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想(A) 55,000 350 300 250

今回発表予想(B) 57,000 630 550 450

増減額(B-A) 2,000 280 250 200

増減率(%) 3.6 80.0 83.3 80.0

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

51,990 △294 △295 △830

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想(A) 24,000 50 30 20

今回発表予想(B) 26,000 250 200 170

増減額(B-A) 2,000 200 170 150

増減率(%) 8.3 400.0 566.7 750.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

20,648 △451 △486 △1,044

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想(A) 53,000 300 250 200

今回発表予想(B) 55,000 500 420 350

増減額(B-A) 2,000 200 170 150

増減率(%) 3.8 66.7 68.0 75.0

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

50,508 △138 △191 △1,050



おいて、東アジアでの景気回復に対応して、これまで抑制されていた設備投資にやや緩和の兆しがみられ、環境・エネルギ
ー関連を中心とした市場において改善の動きが見られました。 
  このような状況のもと、当社グループは、国内外の幅広い営業拠点網を活用して、環境・エネルギー関連市場を中心に
積極的な営業活動の推進に努めました。 
  その結果、受注の確保がほぼ計画通りに進行していることに加え、個別での粗利益率が改善しており、また前期から取
り組んでいる経費削減効果により、当初の予想を上回る営業利益が確保できる見通しが出てまいりました。さらに、東アジ
アでの景気回復を受けた海外子会社の業績が想定以上に順調に推移しており、連結での営業利益が当初の予想を大幅
に上回る見込みとなりました。 
  以上の理由から、平成22年５月14日に決算短信で公表いたしました今期の業績予想を修正するものであります。 
  なお、通期につきましては、第３四半期以降の景気先行きになお不透明感がありますが、第２四半期連結累計期間の業
績予想の修正分を踏まえ、通期業績予想も修正するものであります。 
 
（２）個別業績 
  連結業績予想の修正理由と同様であります。 

以 上


